第31回柿川灯籠流し　～未来へ繋ぐ、慰霊の灯～

灯籠の選定および配布計画

1 　灯籠の選定および灯籠無料配布について

· 前年度、水溶性水灯籠を使用することで、回収を安易に行いスムーズな設営を行えたとのことですので、本年度も水溶性水灯籠を使用することと致します。
· 灯籠流し事業は、一人でも多くの方に柿川灯籠流しにご参加いただき、戦災殉難者の方々への慰霊の想いと恒久平和への願いを持っていただくことであると考えます。

· 昨年、無料配布したことにより「今まで見るだけだったが、初めて灯籠流しに参加しました。」とのご意見もいただきました。

· 以上のことから、本年度柿川灯籠流しでは参加者の方々に灯籠を無料配布致します。

2 　灯籠流し事業継続について

· 今後も灯籠流し事業を継続するため、会場に献灯箱を設置し市民から善意による献灯代を募り、次年度の灯籠流し事業予算に補填致します。
3 　灯籠の配布計画について

· 長岡空襲の戦災殉難者は現在わかっているだけでも1,484名もの方々が犠牲になられました。このことから本年度は柿川に流していただく灯籠の目標個数を1,484個と致します。
· 本年度も外部協力者として、長岡市立南中学校生徒、長岡市立阪之上小学校児童、長岡市立表町小学校児童、長岡市立千手小学校児童、長岡市立希望が丘小学校児童の方々（367名程度）に長岡空襲の史実について平和学習を行い、事前に灯籠を配布します。各ご家庭に持ち帰っていただき、ご家族と一緒に慰霊の想いや恒久平和について考えながら灯籠に願いをご記入いただきます。その後、一旦委員会で預かり、児童・生徒の皆様に引渡し券をお渡しし、当日会場に来られた方に引渡すように致します。当日会場に来られなかった方の分については一般参加者や委員会メンバーが代理として、柿川に慰霊の想いを込めて流させていただきます。

· 例年、柿川灯籠流しにご協力頂いている西部保育園および東部保育園の園児の皆様と当日ボランティアとしてご協力いただく長岡公務員・情報ビジネス専門学校と長岡市立南中学校の生徒の皆様にも柿川に灯籠を流していただきます。

灯籠配布計画表

	対象者
	配布予定数量
	備　考

	一般参加者
	834個
	当日会場にて配布

	JCメンバー
	158個
	当日22：30より配布

参加で申し込みいただいた分を会場で確保しておきます。他メンバー分は22時過ぎより委員会メンバーが代理で灯籠を流させていただきます。

	当日ボランティア
	65個
	会場の混雑を避けるため、ボランティアの方々には一般参加者の灯籠流し終了後に配布し流していただきます。

	外部協力者

（小中学校）
	367個
	※事前に配布し後日回収します。
当日会場にて引渡します。
終了時間までに来られなかった方の分については、22時過ぎより委員会メンバーが代理で灯籠を流させていただきます。

	西部保育園

東部保育園
	60個
	事前に配布

	合　計
	1,484個
	


